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文書取扱主任 

    

開催年月日 平成20年５月30日（金曜日） 開会 ９時59分 閉会  11時59分 

開 催 場 所  第三委員会室 

出 席 委 員  
山木、清水、山腰、田村、水口 事 

務 

局 

中嶋事務局長 

委員外議員～窪之内、井上 田湯次長 

欠 席 委 員  なし 山本主査 

説 明 員 別紙のとおり 

議 件 別紙のとおり 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

の 

 

 

 

概 

 

 

 

要 

  

１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）工事請負契約の締結(滝川市営住宅江陵団地建替第三期工事)について 

（２）菜の花まつり開催結果について 

（３）雇用促進住宅の現状について 

（４）「にぎわい広場」の指定管理について 

（５）栄町地区の再開発事業について  

（６）滝川市農業・農村振興ビジョンの今後の進め方について 

（７）菜種の自立化について 

（８）地域担い手経営基盤強化総合対策実験事業について 

２．第２回定例会以降の調査事項について 

  別紙調査項目のとおりとすることに決定した。 

３．その他について 

（１）にぎわい広場等の見学について、日程は正副委員長に一任することとした。 

４．次回委員会の日程について 

  正副委員長に一任することとした。 

 

 

 

 

 

上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。  経済建設常任委員長  山 木   昇 印 



  平成20年５月29日 3 
 4 
 滝川市議会議長 中 田   翼 様 5 
 6 

              滝川市長 田 村   弘 7 

                             8 

経済建設常任委員会への説明員の出席について 9 

 10 

 平成20年５月１日付け滝議第22号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求に 11 

ついて、次の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えま 13 

す。この場合、必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 
 15 

記 16 
 17 
 滝川市長の委任を受けた者 18 

  経済部長     多 田 幸 秀 19 

  経済部商工労働課長    若 山 重 樹 20 

  経済部商工労働課産業観光推進室長   志 賀 久 幸 21 

経済部商工労働課元気タウン推進室長  千 田 史 朗 22 

経済部商工労働課元気タウン推進室次長  長 瀬 文 敬 23 

  経済部農政課長     新 井 敏 幸 24 

  経済部農政課副参与    野 澤 秀 徳 25 

経済部農政課主査    木 村   純 26 

経済部農政課主査    阪 本 康 雅 27 

経済部農政課営農振興室長     福 島   卓 28 

  建設部長     岡 部   豊 29 

  建設部建築住宅課長    三 谷 文 彰 30 

  建設部建築住宅課副主幹    伊 藤 和 博 31 

 32 

                     （総務部総務課総務グループ） 33 

34 



第 1２回  経済建設常任委員会 35 

                                                    36 

H20.5.30(金 )10:00～ 37 

第 三 委 員 会 室 38 

 39 

○ 開  会 40 

   41 

○ 委員長挨拶（委員動静） 42 

 43 

    44 

１．所管からの報告事項について 45 

 46 

《建設部》 47 

（１） 工事請負契約の締結について            （資料）  建築住宅課 48 

（滝川市営住宅江陵団地建替第三期工事）              49 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           50 

《経済部》 51 

（２）菜の花まつり開催結果について            （資料）  商工労働課 52 

（３）雇用促進住宅の現状について             （資料）  商工労働課 53 

（４）「にぎわい広場」の指定管理について          （資料）  元気タウン推進室 54 

（５）栄町地区の再開発事業について                    （資料）  元気タウン推進室 55 

 （６）滝川市農業・農村振興ビジョンの今後の進め方について （資料） 農政課 56 

（７）菜種の自立化について                （資料） 農政課 57 

（８）地域担い手経営基盤強化総合対策実験事業について    （資料） 営農振興室 58 

 59 

 60 

２．第２回定例会以降の調査事項について （別紙） 61 

 62 

 63 

３．その他について   64 

 65 

 66 

４．次回委員会の日程について 67 

 68 

 69 

○ 閉  会 70 

71 



 

１ 

第1２回 経済建設常任委員会 72 

H20.5.30(木)10：00～ 73 

第 三 委 員 会 室 74 

開 会 ９：５９ 75 

委員動静報告 76 

委員 長 全員出席。委員外議員～窪之内、井上。空知新聞社の傍聴を許可する。 77 

１． 所管からの報告事項について 78 

委員 長    （１）について説明を願う。これは議案関連になっている。 79 

（１）工事請負契約の締結(滝川市営住宅江陵団地建替第三期工事)について 80 

三谷課長    （別紙資料に基づき説明する。） 81 

委員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 82 

田  村     いつも落札率について気にしているが、今回も98.65％ということで非常に高 83 

         い率である。最近、新聞でもマスコミでも騒がれているが、97％以上は要注意 84 

         であると言われている。市内の２社、２企業体の入札率と金額について伺いた 85 

         い。 86 

三谷課長     今、資料が手元にないため後ほど報告したい。 87 

田  村     98.65％で落札したということは、他の企業体はこれよりも高いということで、 88 

         より100％に近い。これは、検討の余地があると思うが後ほど回答願いたい。 89 

委員 長     他に質疑はあるか。（なし）今の案件については後ほど回答願う。（１）につ 90 

         いて報告済みとする。 91 

休 憩 １０：０３ 92 

再 開 １０：０４ 93 

委員 長      (２)について説明を願う。 94 

        （２）菜の花まつり開催結果について 95 

若山課長    （別紙資料に基づき説明する。） 96 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 97 

山  腰     私も行ってみたがすごい人だった。車の交差もＵターンもできないし、もう尐 98 

し工夫をしたらよいと思う。混雑はいっときなのだが、あの狭い道路に車が入 99 

るのだから、どうしたらよいかわからない。やっと滝川市の菜の花が定着して 100 

きたようだが、これがいつまで続くか。問題はやはり作付する方々の収入であ 101 

る補助金が20年度内でなくなると、恐らく作付がかなり減ると思うが、そうし 102 

たらもう菜の花まつりは開催することができない。所管ではどのように考えて 103 

いるか。 104 

多田部長     菜の花の作付面積については、ことしは200ヘクタールを超えていて、昨年は 105 

         114ヘクタールである。菜の花は毎年同じ場所に植えられないということで、 106 

         ４年輪作、５年輪作の中で、植える場所をローテーション化させてという形に 107 

         なっている。200ヘクタールのうち、水田の転作としての作付が半分の100ヘ 108 

         クタールで残りの100ヘクタールは畑にまかれている。水田に作付されている 109 

         ものについては、産地づくり交付金として別枠の交付金が出ているので、何と 110 

         か継続していけると考えているが、畑についてはその交付金が今年で最後にな 111 

         る。この交付金については、後ほど報告させていただくが、何とか継続に向け 112 

         て、農協と一緒になり要請活動を行っているところである。もう尐し広い形で 113 

         地産地消を取り入れ、例えば公共施設に菜種油を使っていくなど、何とか地元 114 

         に定着する方法をこれから考えていこうと思っている。また、そういうことを 115 



 

２ 

         主体に国に要請している。 116 

山  腰     畑に関する補助金がなくなると言われたが、実際に20年度の補助金の額はどの 117 

くらいだったか伺いたい。 118 

多田部長     おおよそ4,000万円くらいの交付金が出ている。そのうち生産者も負担をして 119 

いて、３年前から制度が新しくなり、地元も４分の１を負担して、国が交付金 120 

を出すという形である。生産者は1,000万円負担して、国から3,000万円補助 121 

し全体で4,000万円となる。 122 

山  腰     来年度からその3,000万円がゼロになるということか。 123 

多田部長     そのとおりで、端的に言えば再生産価格が非常に難しくなってくるということ 124 

         である。菜種の需要については、麦が高騰しているので、製油会社などにも菜 125 

         種も高く買っていただけるようにという話もしているところだが、ただ、生産 126 

物が高くなればそれを加工する油も高くなるので消費者の動向も見据えながら 127 

ということにならざるを得ない。 128 

山  腰     それでは、富良野のラベンダーは補助金なしで、自賄いで香水等に向けている 129 

         のか。 130 

多田部長     そういう形で付加価値をつけていくということも必要になってくると思ってい 131 

         る。ことしの菜の花まつりも、第三者みずからが油を搾って販売をしているこ 132 

         ともあり、また、切り花としても結構人気があるので販売している。今、ドレ 133 

         ッシングの加工にも取り組んでいる。以前は「バジル」、「シーザー」、「和風」 134 

         という形であったが、新しく「イタリアン」のドレッシングをつくってみては 135 

         どうかという検討もしている。商品化したものを買い求めていただくことによ 136 

         って、さらにその生産者の手取りがふえていくとか、地域の活性化に繋げてい 137 

         けるように考えている。 138 

山  腰     国の補助金をもらったと言いながらもあれだけ全国的にアピールできるような 139 

資源はほかにはない。今現在、２番せんじ、３番せんじでいろいろな意見があ 140 

ると思うが既に菜の花は、滝川で１番だと思う。そういう状況の中で、富良野 141 

もここまでたどり着くまで、かなり行政からの支援があっただろうと思う。滝 142 

川市も補助金を打ち切られ、あらゆるところで模索して、自助努力して継続し 143 

たいということはわかるが、それでは続かない。やはり菜の花を考えるならば、 144 

思い切った施策を打ち出していかないと消えていく。せっかくここまで盛り上 145 

がったことであるから、こういうことで税金を使うことについては市民は問題 146 

ないと思う。要望とし、答弁は不要である。 147 

委 員 長     他に質疑はあるか。 148 

副委員長     マスコミの報道にも資料を出されているが、23日のＵＨＢを除くほか、全部開 149 

         催前に日程が変更したということを報道していただいた。マスコミの定番放送 150 

         となってきていると思う。一方、山腰委員が言われたように、道路がかなり混 151 

         雑しており、複数の縦列停車をしていて注意されていた。だいたいスポットは 152 

         決まっているので、畑の駐車場対策は、非常に大事である。まだ八分咲きで、 153 

         見ごろである。前後あわせて１ヶ月は写真の対象として売り出せると思う。地 154 

         域の方に聞くと５月10日前から開花時期で、19丁目、11丁目、10丁目あたり 155 

         が密集し非常に美しく、撮影者が盛んに来ているという。農家の方、商業の方 156 

         中心は基本かと思うが、トータルで菜の花観光を市として１ヶ月くらい企画検 157 

         討されているか伺いたい。 158 

若山課長     ことしは日程が早くなり、十分な対応ができなく、市民に日程が変わったとい 159 



 

３ 

うことを報告するだけで精一杯であった。菜の花まつりは実行委員会を組んで 160 

開催しているがこの実行委員会以外の取り組みでは、日程等で無理なところも 161 

あったが、この前週などもこれだけ咲いているので、けっこうな人の出入りが 162 

あったということで、今まで人が並ばないラーメン屋も並んでいたと聞いてい 163 

る。いかに、そこをＰＲして、集客してお金を落としていっていただくという 164 

ことをまず考えなくてはいけない。何をどうするかは、これからの課題として 165 

検討しているところであり、まだ、はっきりとは決まっていないが、今、言わ 166 

れたように長いスパンでと言われるが、１ヶ月は無理かと思う。今年の傾向で 167 

も二、三週間は十分余裕がある。菜の花まつりの丸加高原に菜の花畑がないの 168 

ではということについては、以前から言われているが、その辺も解消というこ 169 

とで動いている。来年度の菜の花まつりにあわせて丸加高原でも広くはないが、 170 

一部菜の花を咲かそうと動いている。駐車場対策の関係についても、先ほど山 171 

腰委員から言われたように、菜の花の咲くところが毎年同じではないため、一 172 

方通行にするという案も取り入れながら、場所が変わったときの駐車場の対策 173 

を検討したい。 174 

副委員長     今回、どれだけ市外の乗り入れがあったのか。普段は月末に３校の運動会が 175 

ぶつかっているが、当日の運動会は東小学校だけであり、今回は運動会があま 176 

りぶつかっていなかったこともある。菜の花まつりに一番よい時期というと５ 177 

月の後半であるが、日程の組み方も運動会で流れてくるお客がたくさん来てく 178 

れるのであれば同日に考えるなど、フレキシブルに日程を考えてはどうか。 179 

若山課長     ただいま清水副委員長が言われたように、運動会が重なる時期なので、菜の花 180 

もいつどう咲いていくのかということもバッティングするところは仕方ないが、 181 

その辺を避けるように皆さんに来ていただけるような日程を実行委員会の中で 182 

も組むような形でいきたいと思っている。 183 

委員 長     他に質疑はあるか。 184 

中  田     清水副委員長の関連だが、私は土曜日に菜の花まつりに行ったが、車が結構駐 185 

車していて、会場内では買うものがない状況で、菜の花の切り花を買おうとし 186 

たが全く買えなかった。外に売店がいくつかあったが、建てている段階であっ 187 

た。開花時期は長いので観光としても長い時期としてとらえればよいと思う。 188 

最低二、三日で土曜日、日曜日の開催というようにしていくと業者も来れると 189 

思うので、全体的に営業計画も立てられるように、盛り上げていただけたらと 190 

思うがいかがか。 191 

若山課長     前日は予想以上の人の入りで、売っている物もなくなり、補充する物もすぐ手 192 

に入らない状況であり、丸加高原伝習館の売り上げにも影響があったと聞いて 193 

いる。来年度は、その辺を鑑みながらやっていきたいと、丸加高原伝習館の担 194 

当者とも話しているのが実情である。イベント自体は二、三日開催ができるか 195 

という質問に対しては、この場では回答できないが、できれば会場に行ったら 196 

出店があるという形は施設だけでもできるのでそういう形で尐し入り込みに対 197 

する対応をしていきたいと思っている。 198 

委員 長     他に質疑はあるか。 199 

窪之内委員外議員 実行委員会をつくっても、多分、市からの補助というのは出ていないはずであ 200 

         る。 201 

         本当に咲いているところの一部に菜の花の看板がいくつかはあるのは知ってい 202 

るが、それはずっと古い看板である。イベントがある日だけではなくて、市が 203 



 

４ 

お金をどういうふうに出すかということがなければ、なかなか実行委員会とし 204 

ても自分の農家をやりながらなのでいろんなことができない。ただ、今回のよ 205 

うに本当の写真スポットなどで、よい場所には、例えばそこに一定の人の配置 206 

をして、切り花を売るとか、そういう宣伝なり、菜の花のＰＲをする工夫をす 207 

れば、イベントがある日でなければ丸加まで行かないという方もいるはずと思 208 

うので是非お願いしたい。実行委員会をやっている農家の方たちに任せると、 209 

自分たちの田畑の作業をしながらで不可能と思うので是非その辺地元のボラン 210 

ティアが、例えば一定のスポットの高いところに見晴台をつくるなど、もっと 211 

工夫できると思うので、是非考えていただきたいと思う。、毎日歩いているが、 212 

まだまだ開花時期は大丈夫で、寒さが花の散る時期を延ばしている様子である。 213 

若山課長     大分以前には、菜の花まつりには会場設置しないで、市内いろいろな所で見て 214 

         いただいて、野だてをしていた記憶もしているが、行政の力だけでは無理なの 215 

で今年もつうフレンドの方々に協力していただき、また農家の方々の協力なし 216 

ではできないことから、その辺も実行委員会の反省の一つとしてどうとらえる 217 

かということもあり、行政でできる範囲は、先ほど言ったスポットのところに 218 

集中させて何かするなど、「今はどこで見ごろである」という周知はしているが、 219 

それ以外のものについては、検討させていただきたい。 220 

委員 長     他に質疑はあるか。（なし）（２）について報告済みとする。 221 

         先ほどの工事請負契約の締結についての関係で、田村委員の質疑について、担 222 

         当より回答する。 223 

三谷課長     先ほどの落札率の関係だが、落札決定した落札率は98.65％である。２番目に 224 

         ついては、98.97％である。３番目、４番目については、同率であり、99.14％ 225 

         である。 226 

委員 長     質疑はあるか。 227 

副委員長     関連して、３番目、４番目については同率だったので、金額を教えていただき 228 

         たい。 229 

三谷課長     金額については、消費税抜きの入札価格で、１億7,350万円である。 230 

委員 長     他に質疑はあるか。（なし） 231 

         (３)について説明を願う。 232 

（３）雇用促進住宅の現状について 233 

若山課長    （別紙資料に基づき説明する。） 234 

委員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 235 

副委員長     市の事業ではないとはいえ、51軒が強制的に住居を変えるということで、行政 236 

としてどのような支援をするのが適当なのか。奈井江町は撤去を実行するので 237 

あれば説明を聞きたいということから町が説明会を開いたが、団地の中の一画 238 

で、民間が土地を買ってしまうと一軒家が建ってしまったり、アパートが建っ 239 

たり、土地利用の観点からいうと特殊な場所である。畑については、緑として 240 

残すので共同で貸すなどすると思うが、51 軒の入居者は皆50 歳前後で若い方 241 

が多い。第三小学校、明苑中学校エリアで引っ越すことになると、今 30,000 242 

円を払っている方が多く、公営住宅以外だと皆負担増となる。１年入居したら、 243 

         退去の際に10,000円の修繕料を支払うことで、20年入居した方が退去する際 244 

         には20万円を支払うことになる。余り雇用促進協会を刺激しないような形で住 245 

         民の意見を聞くなど、慎重な対応が必要かと思う。そのあたりをどう考えてい 246 

         るか。          247 
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若山課長     奈井江町が寝た子を覚ますようなことであるが、これは、奈井江町の職員から 248 

         聞かれているかと思うが、それが本当にそうなのかどうかは我々も断定はでき 249 

ないと思う。その話は、耳にはしているが、相手方の雇用促進住宅の管理をし 250 

ている方もそのようなことは言われないので、奈井江町がどうしてそのように 251 

なったかはわからない。奈井江町の職員から話は聞いているので慎重な対応を 252 

していかなければならないと思っている。あそこは特殊な場所で、今後緑とか 253 

云々ということを言われているが私たちのほうではどうするのか、雇用促進住 254 

宅で即廃止ということではなく、まず、民間事業者に当たるということが原則 255 

なので、そちらがどう考えるかということが１つある。多分あそこは昭和 53 256 

年で、余り修繕はされていないという予測でいるが、どこまで設備が使えるの 257 

かということもある。民間事業者はそこまで手を出さないと思うので、最終的 258 

には廃止になるのではないかという気がしている。協会のほうで引っ越し云々 259 

という形も、それぞれ入居条件の元々入っていた方、新たに入った方という形 260 

で奈井江町も分かれているようなことを尐々聞いているので、滝川市までの雇 261 

用促進住宅が当たるかどうかは別で、説明会云々ということは、向こうから来 262 

てほしいと言うのはどうか。向こうから来てくれるのであればやぶさかでない 263 

が、市の対応も慎重にやらないと、逆にあおることにもなりかねない。市営住 264 

宅から比較すると、家賃は尐し高い気はしているが、市営住宅に即入居できる 265 

と思っている方がどれくらいいるか、条件がクリアできるかどうか個々に調査 266 

しなければいけない。条例上、待機者がいればその方々を優先的に入居させて 267 

よいことにもならないので考えていかなければならないと思っている。 268 

委員 長     他に質疑はあるか。（なし）（３）について報告済みとする。 269 

        (４)について説明を願う。これは議案関連になっている。 270 

（４）「にぎわい広場」の指定管理について 271 

千田室長    （別紙資料に基づき説明する。） 272 

委員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 273 

山  腰     どなたが管理しても、つくった物を生かしてもらえばよい。三楽街がお願いを 274 

         して管理を受けてもらったとはいえ、三楽街の組織といってもそんなに強固な 275 

         ものではないので大変だったと思う。アニムに受けてもらってどんな方向に変 276 

         わっていくのか。 277 

千田室長     株式会社アニム滝川の総会の中では、三楽街が管理しており、実質４月に清掃 278 

         していただき、年１度程度は管理していただいているが、やはり地元からの苦 279 

         情も若干あるということで、トイレについても商工会議所の助成金という形で 280 

         支払われている。株式会社アニム滝川としては、三楽街と連携の中、今、中心 281 

         市街地活性化基本計画も策定されているので、いろいろな形で三楽街も含め、 282 

         にぎわい広場を利用していきたいという話もあるので、株式会社アニム滝川が 283 

         一元化管理することですべてが使えるような形を考えているところである。 284 

委員 長     他に質疑はあるか。（なし）（４）について報告済みとする。 285 

        (５)について説明を願う。 286 

（５）栄町地区の再開発事業について 287 

千田室長    （別紙資料に基づき説明する。） 288 

委員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 289 

田  村     ３ページ目の土地権利関係図面の中で、市の所有地というのはどこか。 290 

千田室長     栄町３丁目556番地２で、この図面では、三角地の下の部分の横線になってい 291 
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る部分がそうである。面積は293平方メートルある。 292 

田  村     これをどのように進めて完成されていくのか、頓挫するのかわからないが、市 293 

         としてのかかわりはどういうふうに考えているか。また、駅前のスマイルビル 294 

         などは競売になっているが、その中の３階には市の床を持っているなど、今後 295 

         問題が出てくる思うが、こういうことで市の対応が出てくると思う。そうした 296 

         場合、ここが取り壊しとか、金市館が100％資本で行うのか、また協力を求め 297 

         るとかその辺はわからないが、市が首を突っ込んでいくことになると駅前との 298 

         関係はどのようになっていくのか。駅前のことを全く考えていないのか。競売 299 

         は待たされ、今はすぐには落ちないと思うがその辺の考え方を教えてもらいた 300 

         い。 301 

千田室長     今、金市館は再開発事業ということで取り組まれることになると、これは多分、 302 

         国の補助も求めてくると思うので、優良建築物という形で取りまとめてくるの 303 

         ではないかと想定している。そうなると、市にも補助を求めてくると思うが、 304 

         今の補助制度では滝川市が補助した部分を国も同額補助するという制度である 305 

         ため、３分の１、３分の１、３分の１という組み立てを想定している。今、事 306 

業内容も規模も市内の影響も、これはただの平面図だけである。この中に書か 307 

れているように温浴施設のブームもあり、コンセプトは違うとしても温浴施設 308 

ができるという中でグリーンズ等々にも影響してくると思う。ただ、その部分 309 

と滝川市の中心市街地の土地がどんどん下落していることを総合的に判断して 310 

いかなくてはならないというふうに思っているので、補助金等々の支出につい 311 

ても検討していかなくてはならないと考えている。 312 

田  村     スマイルビルについては、既に競売にかかっているわけだが、床のことについ 313 

         ては、今のところ何も考えていないのか。 314 

千田室長     今の質問のたきかわホールの床については、再開発ビルの持ち物ということで 315 

         競売にかかっている。滝川市もたきかわホールということで、底地は所有して 316 

         いるが、推移を見ながらいろいろ検討していかなければならないので、現在は 317 

         推移を見ているところである。 318 

田  村     温浴ビルは札幌、東京では大はやりであり、金市館がそこに目をつけるという 319 

         ことはわかるが、グリーンズとの問題が必ず出てくると思う。グリーンズを今 320 

         のうちに売るとかしないと荷物になっている。そういうことを総合的に考えて 321 

         国が補助金を出すから市も出さざるを得ない状況にもなっていくのかもしれな 322 

         い。グリーンズがせっかく23、25万人入っているのに、それがだめになってい 323 

         く可能性は強いと思う。そういうことも総合的にいかないとグリーンズは大変 324 

         なことになると思う。 325 

長瀬次長     先ほどの補助金の関係だが、優良の補助の場合は、市が補助する同額を国が協 326 

調して補助する。先ほどの３分の１については、市が出す金額の同額を国が同 327 

じく協調して事業を補助することになる。 328 

山  腰     補助金がどうこうは別にして、事業内容を見るとこれだけの大きなところに新 329 

         設をして、温浴施設で飲食、宴会と書いているが、総事業費はどれくらい予定 330 

         しているのか。 331 

千田室長     事業費は、まだ正確には出していない。ただ、補償費を含めて前回平成15年度 332 

         のときには、３・３開発というのがあって、そのときは地権者交渉等々テナン 333 

         トを含めて厳しい収支の状況の中で、事業がなかなか進まなかったということ 334 

         もあるので、まず、地権者の協力ができるかどうか、補償がどの程度で済むも 335 
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         のか、それを含めて建物の規模等々について考えていきたい。第１段として地 336 

         権者の協力がないと進まないということがあるので、今回説明会を開催したく 337 

         第一歩というところで、事業内容についてはまだ詰めていない。 338 

山  腰     地権者が十数人いるようだが、今の状況ではおおよそ100億円になるのか、50 339 

         億円になるのかお聞きしたい。 340 

若山課長     金市館からは、自分たちは建てて運営自体をどこかにさせたいという話を聞い 341 

         ている。そのときに、どういうコンセプトを持ってこの温浴施設等をどうつく 342 

         っていくのか話し合いをしながら組み立てていきたいと言っていたが、金額が 343 

         どのくらいかということはまだ言えない。 344 

委員 長     休憩する。 345 

休 憩 １０：５８ 346 

再 開 １０：５８ 347 

委員 長     再開する。 348 

多田部長     検討経過の中の一つの数字としては、17、18億円といった数字が出されていた 349 

         こともある。施設等を考えた場合にそういうことと思っている。建物の中の物 350 

         の大きさとかも決まっていない状況の中では、非常に数字を出すのは難しいと 351 

         思っている。 352 

委員 長     他に質疑はあるか。 353 

水  口     私が一番気になるのは、このスケジュールが順調に進んでいったとして、どの 354 

辺から市が深くかかわっていくのかというところで、補助率の関係とか、多分 355 

支援の仕方もあると思うが、例えばスケール的に組んでいくと地権者の皆さん 356 

の補償も含めて、この話し合いをしているときから、市は深くかかわっていく 357 

可能性があるのか、金市館の話で、市は静観していると。そこからは建物とし 358 

て現実を見たときから市として何ができるか。その辺の市のかかわり方という 359 

ところの現状でのスタンスをお聞かせいただきたい。 360 

千田室長     事業費も決まっていないという現状だが、その事業を組み立てるにも相談して 361 

         いかなくてはいけない。これから市として情報を収集してかかわっていかなけ 362 

         ればならないというふうに考えている。事業が固まって、補助金をどうすると 363 

         いう話では、最速でも平成21年度の後半ないし、22年度の事業に載せて、補 364 

         助金を出すにしても国の申請を含めてかかわっていかなければならないと考え 365 

         ている。 366 

水  口     市のスケジュールから考えていくと、例えば、この金市館がかなりのペースで、 367 

物事を進めていったとしても、あくまでも市のスタンスとしては、最短でそれ 368 

くらいの時期からのいろいろな部分のかかわりというふうに考えてよいか。 369 

千田室長     この中で、温水プールとか、検診センターとかいろいろなことがうたわれてい 370 

る。それを例えば具現化したいという場合には、今説明会が終わって、地権者 371 

説明会に入っていった中から、私たちも金市館と一緒に考えていって判断をし 372 

ていかなければならないと思う。事業としては、今年度の９月が来年度事業の 373 

締めになっているので、それまですべての案件について地権者に同意を得るな 374 

ど、事業収支、事業計画等々がまとまらない段階では、平成21年度事業は当然 375 

無理という形になってくるので、そのあたり何項目かをすべてクリアできて初 376 

めて国等の申請段階まで至るということになる。 377 

委 員 長     他に質疑はあるか。 378 

中  田     これからタッグ計画が再考され、その中で温水プールの関係も出てくると思わ 379 
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れる。そうなると、早めにやっておかないとタッグ計画との整合性もうまく 380 

いかないと思うのでその辺をうまくやっていただきたいと思っているがそれに 381 

ついていかがか。 382 

多田部長     中田委員から指摘があったタッグ計画もあり、先ほどの第三セクターグリーン 383 

ズの関係しているふれ愛の里の関係もある。そういったところを今、金市館の 384 

プランはあるが、市が一緒になってかかわっていくという情報をいただきなが 385 

らその中でも出てくるのかと考えている。その辺協調しながら進めていきたい 386 

と考えている。 387 

委 員 長     他に質疑はあるか。 388 

山  腰     問題は地権者の皆さんに理解していただかないと進まないわけである。結果は 389 

近々出ると思うが、前回の３・３地区のようなことではなく、地権者が整った 390 

ということで、進行していくというのであれば、滝川市はタッグ計画はもちろ 391 

んあるがあれをさわるのは最後だ。市街地活性化の補助金をもらって、絵にか 392 

いたぼたもちはたくさん食べたけど、あれをさわるのは最後だと思う。最後の 393 

ページに農業のことも書いてあるが、滝川は商、工、農のまちだから、今まで 394 

随分農、農といっているが、ときには最後のチャンスの商に本腰を入れて検討 395 

いただきたい。答弁は不要。意見とする。 396 

委 員 長     他に質疑はあるか。 397 

副委員長     再開発方式について、私も視察に大分行っているので再開発がうまくいってい 398 

         ないというまちはたくさん見てきている。建てたのはよいが、テナントが入ら 399 

         なくて営業がうまくいかなく、巨大な塊が残る。金市館がどれだけマネーゲー 400 

         ムができ、マネー投機ができるか、どういう会社かわからないが、外資が入る 401 

と、数をこなしよいところだけ残すということを平気で行う。今の金額で言う 402 

と17、18億円、例えば、まるまる３分の１で６億円。一方、今三番館等で営業 403 

されている方々は当然出て行く。それが、スマイルビルに入るのであればよい 404 

が、三番館の位置づけというのは、ベルロード、銀座商店街など大きい。今動 405 

かなかったら、あのビルは巨大な塊で、競売をしても買手がつかないという可 406 

能性がある一方で、全国の再開発で、市として教訓をどう学びながらかかわっ 407 

たかということが大事だと思う。そういう点で、相当慎重にメリット、デメリ 408 

ットを市が出さないと、ともかく相当のものを出すということ、テナントの問 409 

題、廃業撤退で困る方がたくさんいるわけなので、そういう慎重さはどう考え 410 

ているのか。 411 

若山課長     清水副委員長が言われたように、いろいろな面があると思うが、あの場所で商 412 

売をしている方、商売をやめている方、大きなものとして三番館の関係だが、 413 

本日の地権者への説明会で、どういう反応が出てくるのか、これからの問題で 414 

あり、三番館自体、家賃の問題で高林さんとやり取りがあるという話も聞いて 415 

いる。高林さん自体がいつまで持続できるかといういろいろな問題がある地域 416 

なので、その辺も考えながら慎重にやっていかなければいけないと思っている。 417 

先ほど、17、18億で６億と、全額が補助対象でないので、金額的にはならない 418 

と思うが、補償費の関係などもどうなるのか、変わることもあり得ると思う。 419 

副委員長     出足が肝心なので、金市館の担当者も市が乗り気だと上に話したら、市と         420 

してどれだけ儲かるのか、どれだけ安定して経営できるのか、これだけ石油が 421 

         値上がりしてるので、ものすごいコストがかかると思う。東京とか札幌と違う 422 

         ので、いわゆるお金を使える人は滝川にいないと思うので、そういうことも示 423 
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         してもらってから判断するような慎重かつ冷静な態度で対応されるよう、要望 424 

         する。 425 

委 員 長     他に質疑はあるか。 426 

井上委員外議員  この件については賛成である。私も以前は近くで商売をしていた。何もしなか 427 

         ったら廃墟地区になる。商店街は崩壊する。地価は下落する。当時は坪100万 428 

円と言われていたが、今は１平米37,000円である。金市館には横山さんがつい 429 

         ているのだから、市役所がするのであれば賛成しないが、民間がするのであれ 430 

         ばやっていただきたいと思う。現代は改革、改革と言われているが、それを再 431 

         生してどこに使うかということが大事であり問題である。民間の発想であれば 432 

         できないことでもないと思う。最後のチャンスのような気がするので、商工会 433 

         議所を含めて取り組んだらよいと思う。私は地権者でないが、今、このような 434 

         話はないので図書館も含めて今の地域活性化の制度があるうちにするべきだと 435 

         思う。問題は、地権者の協力であり、地権者の協力がなければ、ありえないと 436 

         思う。まちを崩壊させないための施策としては最高だと思う。意見として申し 437 

         上げる。 438 

窪之内委員外議員 ① 今の中心市街地活性化計画との関係で、当然中心市街地になるので、民間 439 

が事業主体をやるということになると、市の計画との関係でどのような形で位 440 

置づけられるのか。 441 

② 全体の事業費のすべてが、補助ということになるわけではないと言ったが、 442 

市が補助を求められた場合に、国との関係で市が補助すると国も同じ金額を、 443 

補助しなければならない事業というのはどこになってくるのか。解体費、補償 444 

費全部を含めて総事業費ではないだろうと思うが、どういったことが制度上と 445 

して市が出せば国が出さなければならない補助事業という形になるのかについ 446 

て伺いたい。 447 

千田室長     ① 中心市街地活性化基本計画についてだが、今回は、この５年間の中に再開 448 

         発という事業の記載はしていない。ただ、事業がまとまって補助をいただくと 449 

         いう場合には、計画の変更をしていく。 450 

② 補助の関係については、大きく言うと、補助できる部分としては、するし 451 

ないは別として解体費、駐車場、補償費が大きなものと考えている。共用部分 452 

も入っている。 453 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（５）について報告済みとする。 454 

        (６)について説明を願う。 455 

（６）滝川市農業・農村振興ビジョンの今後の進め方について 456 

新井課長    （別紙資料に基づき説明する。） 457 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 458 

副委員長     この振興ビジョンに基づくスケジュールというのは、この資料でよくわかるが、 459 

結果として、その価格に左右されるのが農業で、滝川では頑張るというのは見 460 

えている。きょうは、道職員の営農振興室長がいるのでお聞きしたい。中山間 461 

地の関係で、滝川市は過疎地でないので、岩見沢市と滝川市だけが中山間地域 462 

の直接払いが受けられない。そういう条件がある。来年が新たな見直しの３年 463 

交代の変わり目で、そういうところで、１俵当たり、1,000円とか、それくら 464 

いの直接払いになると思うが、そのあたりの見通しとか、今どんな要望等をあ 465 

げているのか伺いたい。 466 

委 員 長     中山間地域の関係とは正直言って全く関係ないと思う。ただ、参考的に伺いた 467 
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         いというのであれば、部長より答弁を願う。 468 

多田部長     中山間地域の関係については、見直しをされているということもあり、経済建 469 

         設常任委員会でも報告をさせていただいている。認定に当たって地域振興５法、 470 

         特定農山村法、山村振興法、過疎地域自立促進特別措置法、離島振興法、半島 471 

         振興法の５つの法律の対象になっていない。空知管内では滝川市と岩見沢市が 472 

         対象にならないということになっている。今までの見直しの段階で、市町村に 473 

         そういった要望等について来てはいない。認定になった当初の段階では豪雪地 474 

         帯である滝川市の地域性についても国へ要望をしている。その中では地域性等 475 

         の見直しについても国等に伝えていく必要がある。 476 

副委員長     過疎地でないから農業にメリットがあるというのは、人が多く住んでいるから 477 

         農産物特売所をやれば利益があるので空き地よりいいだろうというのはあるか 478 

         もしれないが、かなり金額が大きい。そういうこともあるので、熱意をもって 479 

         要件を緩和してもらうように全力を尽くしてもらいたい。 480 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（６）について報告済みとする。 481 

        (７)について説明を願う。 482 

（７）菜種の自立化について 483 

新井課長    （別紙資料に基づき説明する。） 484 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 485 

山  腰     観光の面で菜種の話をしたが、関係機関に陳情をしていることで、当然、観光 486 

         資源として重要な役割を担っていることを含めて陳情をすると思うが、農協で 487 

         は今の説明を聞く限り、新メニューに変わる可能性もあるが、現体制は終わる 488 

         だろうとのことだった。終わるのであれば、新メニューに補助金の体制を整え 489 

         てもらいたいという陳情なのか伺う。 490 

多田部長     現在の交付金については、国から特産農産物協会に基金ということで出してい 491 

         る。この３年間で自立をしてもらいたいということで農水省から協会のほうに 492 

         手切れ金という形で交付金が出されている経過からすると、今後継続していく 493 

         というのはかなり難しい面がある。もう一方では、ＷＴＯの関係だが、農作物 494 

の関係について直接的な補助を出すのは、今牛乳と菜種しかないという話であ 495 

る。そういう経過の中では、このままでの形というのは非常に無理があると考 496 

えている。山腰委員が言われたように観光の面、ＢＤＦの面、あるいは地産地 497 

消、地元でどういった形で循環型農業を実現できるのかといったことも含めて 498 

幅広い観点から補助金のメニューの中に載せられないかといったことで国に要 499 

請を上げているところである。 500 

山  腰     聞く限りでは難しい。採算が合わないから菜種は作付しないというのはどうか。 501 

観光協会に携わっていた経験から言うと、菜の花まつりの地元外の集客力とい 502 

うのは非常に強い。さほどＰＲしなくても菜の花には魅力があると思う。今、 503 

滝川市には菜の花という資源はあるわけであるから、国の補助金で３年間自立 504 

するように指導していたが、届かなかったわけで、今後何年間か貸してもらい 505 

たいとしてもならないわけである。そうであれば、今後慎重にメニューを探す 506 

のはもとより、最悪、多尐なりとも作付が減になろうとも、これは滝川市の政 507 

         策として継続するべきだと思う。部長はどう思っているか。 508 

多田部長     菜種の振興については、今言われるように滝川市で全国一というのは、そんな 509 

         にあるものではないと考えており、生産者もことしの場合、特に田植えの時期 510 

         とかあるにもかかわらず、２週間前倒しをしてイベントをやりたいと、菜種の 511 
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一番いい時期にお客に見ていただきたいと、生産者みずからもそういった発想 512 

が出てきているということである。日本一の菜種を大切にしていきたいという 513 

気持ちがあふれていると思うし、来られる方々もまぶしいくらいの黄色に感動 514 

をして帰られると思う。本当に大切にしていきたいと思っており、何とかして 515 

農林水産省のほうにもここまで自立してきたのでもう尐し支援をしてもらいた 516 

いという方向で要請しており、違った角度でも要請してきている。幅広い角度 517 

で要請しながら、それでも無理な場合については、農協等地元の関係機関と協 518 

力しながら、どういった自立の道を探っていくか頑張っていきたいと思ってい 519 

る。 520 

山  腰     日本一と簡単に言うが、滝川市は努力をして、松尾さんが日本一のジンギスカ 521 

ンをつくった。これも誇りである。我々も道外に出たときに滝川市のことを尋 522 

ねられたら「ジンギスカン」と言う。これは誇りに思っているからで、企業が 523 

努力して行政が手を貸さなくてもしっかりやっている。グライダーもそうだ。 524 

今一番目新しい日本一はキッズキャンプも大事だが、菜の花である。市民の誇 525 

りである。市民一人が100円でも1,000円でも出して、年１回菜の花のお祭り 526 

でもしようではないかと進めていく気持ちで取り組んではどうか。要望とする。 527 

委 員 長     私も同感である。是非頑張って存続していただきたい。 528 

副委員長     自立化に向けた取り組みの中で、昨年常任委員会視察で行った日田市大山町（梅 529 

の町旧大山町）の1.5 次産業が強く印象に残っている。ただ、1.5 次産業とい 530 

うのは、北海道では冬のことで、農閑期に加工する。結局、菜種だけを売って 531 

いればよいわけではない。大山町に行ってもいろいろなものを売っている。道 532 

の駅が成功しているのは、国道沿にあるからで、あれがふれ愛の里にあったら 533 

道の駅は成功していない。やはり、５丁目の農協営農センターがどうなるのか 534 

ということ次第で、営農センター跡地というのが、再利用地だと生産者組合で 535 

も考えている。当然商売なので、無料で貸してもらいたいと言っているわけで 536 

はない。つくるだけでなく、売るところまで一体としてやらないと、1.5 次と 537 

いう点では、分けてしまうとうまくいかないと思う。つくって保管して売ると 538 

いうことは、他の農産物も売る。そういう点では、ふれ愛の里が候補地にあが 539 

ったが、営農センターというのは、だめになったのか。そのあたりをお聞かせ 540 

願いたい。 541 

新井課長     営農センターがだめになったかという件について、だめとかよいとかの段階に 542 

ない。今後協議していく中で、その選択肢があるのかもしれないが、どちらに 543 

してもその段階までは至っていない。 544 

阪本主査     営農センターの状況だが、一部の農業者からそういう話が出ているだけであり、 545 

農協本体としては正式にそういう話は出ていない状況なので、使えるか使えな 546 

いか自体もはっきり決まっていないことで、理解いただきたい。改めて農協の 547 

ほうと整理させていただき、また、生産者と協議した中で、今の営農センター 548 

については、ふれ愛の里を含めて協議をしていきたい。 549 

副委員長     営農センターを江部乙あたりに、建てかえ移転し、菜種の乾燥施設を併設する 550 

構想なのか。ＪＡの計画はどういうふうになっているのか。順調にいくと、い 551 

つごろ、元営農センターが使用可能かその情報をお尋ねしたい。 552 

多田部長     農協から聞いている範囲の中でお答えしたい。６丁目の営農センターの向いに 553 

         そばの乾燥施設がある。その施設がかなり老朽化してきて、その施設を新しく 554 

         したいという要望が出ている。菜種も乾燥できる施設と一緒にしたいというこ 555 
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とで今、補助金の申請を行っている段階である。まだ補助金の状況も未確定だ 556 

が、何とか今年度中に建てたいという希望は持っているようである。営農セン 557 

ターについては、施設と隣接した形で考えているようだ。もし、それが実現す 558 

れば、既存の営農センターが空くことになるので、既存の営農センターの中に 559 

菜種の搾油の機能を持たせることを考えているということで、検討の段階であ 560 

る。 561 

副委員長     御存じのように、滝の川地域はスーパーが撤退した。道外視察で熊本県の荒尾 562 

市に行ったときに、お年寄りは新鮮な野菜等を直売センターで買い物するなど 563 

需要があるので、1.5 でやれるという。人の住んでいないふれ愛の里ではちょ 564 

っとうまくいかないのかもしれないが、計画的に将来のことも考えてやってい 565 

ただきたいと要望する。ＷＴＯのことも言っていたが、ＷＴＯの時代は終わっ 566 

た。もう、世界が食糧危機で食糧を売買できない可能性がある。輸出していた 567 

中国、ベトナムが規制に入り、日本がアメリカから1,600万トン買っているト 568 

ウモロコシは、５年か10年以内には全部アメリカがバイオエタノールに使うの 569 

で、日本には飼料が来なくなるかもしれない。ＷＴＯというのは、あくまでも 570 

流通が前提なので、流通しないとなると食糧試験を食料安保でいかにやってい 571 

るかでいうと、菜種も自国で 0.4％だが、ＷＴＯに縛られないで、せめて４％ 572 

までもっていくということで農水省とやっていかないといけない。国に要望を 573 

するときは世界食糧の大きな変化というのを踏まえて、やっていただきたいと 574 

思うが部長の考えを伺いたい。 575 

多田部長     今言われたように、食糧問題は目まぐるしく変わってきていると思っている。 576 

農作物を輸出していた国が、輸入に変わったり、囲い込みを始めたりといった 577 

ことも各国で起こっており、また、アメリカのトウモロコシ、小麦の関係で、 578 

輸入してくる飼料代が高騰しているなど、農業を行っていながら、価格がグロ 579 

ーバルになってきて大きく変化してきていると思っている。そういう中で、国 580 

も自給率を40％か 45％に上げようとして、逆に39％に下がっているとか、国 581 

のほうには地産地消でないが、地域でそういう取り組みを大切にしないとなら 582 

ないのではないかと、そういった面ではその日本一の菜種のところから全国の 583 

モデルとなるような事業展開にできるのではないかということも含めて要請を 584 

しているところである。何とか、国のほうにも理解をしていただかなければな 585 

らないと考え頑張っていきたい。 586 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（７）について報告済みとする。 587 

        (８)について説明を願う。 588 

（８）地域担い手経営基盤強化総合対策実験事業について 589 

福島室長     （別紙資料に基づき説明する。） 590 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 591 

窪之内委員外議員 融資の条件や利子等についてお聞きしたい。 592 

福島室長       融資の場合は、基本的にこの事業は個別補助が可能である。融資単独で融資が 593 

         主体という考え方がある。条件については、特に制限はない。農協の制度資金 594 

         を一般の機関でもよい。融資は融資で、その融資の中の条件に従って審査をし 595 

         ていく。農家にとっては、より低利で有利な融資がよいということもあるので 596 

         認定農業者制度では、農業近代化の無利子化というものもあるので、例えば事 597 

         業費が大きい方については、無利子化をあわせて検討するなどしている。         598 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（８）について報告済みとする。 599 
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２． 第２回定例会以降の調査事項について 600 

委 員 長     別紙のとおり確認してよいか（よし） 601 

         ３．その他について 602 

         ・市内視察の日程について                      603 

委 員 長      視察先は、遺伝資源センター、花・野菜技術センター、にぎわい広場とする。 604 

         日程については、午後からとし、正副委員長に一任願えるか。（よし） 605 

         全体を通して、その他について何かあるか。（なし） 606 

 ４．次回委員会の日程について 607 

委 員 長      次回委員会の日程については、正副委員長に一任願えるか。（よし） 608 

         以上をもって、第12回経済建設常任委員会を閉会する。 609 

閉 会 １１：５９ 610 

 611 

 612 

 613 

 614 


